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内間直仁
動詞の活用 造で分類すると，大きく次の６類に分けられる．
1．活用の分類なお，Ｃは子音，Ｖは母音を表わす。
鳥島方言の動詞の活用を，その語幹の末尾構
基本語幹派生語幹音便語幹
一一一一一
（甲）（乙）（丙）
第Ｉ類ＣＣＣＣｕＣ
（規則活用）
第Ｈ類ＣＣＣＣｉＣ
（規則活用）
第Ⅲ類CCVCVCCVCVCCVCVCVCVCVC
（不規則活用）
第Ⅳ類ＣＶＣＣＶＣＣＶＣＣＶＣＶＣ
（不規則活用）
第Ｖ類ｓｊｉＪｓｕＪ
（不規則活用）
第Ⅵ類ののｕｔＪｔＪｕｔｔＪ
（不規則活用）
第Ｉ類・第Ｈ類は規則活用である。両者とも
派生語幹の末尾はＣＶであるが，Ｖがｕ母音で
あるか，ｉ母音であるかによって，第Ｉ類と第
Ⅱ類は区別される。第Ⅲ類以下は不規則活用で
ある。
Ｚ活用表 なお，各動詞の前に付してある（１．１）（Ｉ
上記活用の分類に基いて鳥島方言の動詞の活、７）等の数字は，その動詞が属して活用する
用を示すと，第１表・第２表の通りとなる。 型の分類番号である。
表以外の動詞の活用例も以下に示しておく。
（１，１）働く （1.7)呼ぶ（1.8)包む （'､9イ)刈る
志向形hataika jUba tJizma haja
未然形hataika jUba blixma haja
条件形hataiki jubi uizmi ham〈ｂａ〉
命令形hataiki jUbi uixmi ham〈ｂａ〉
－５１
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高島方言動詞活用表
(基本語幹甲) (本語基幹乙) 
語基本
j辰
動 τ，向cと』
未形然 形条件 メ形命τ当ョ、
左フ7主て 連 生 終止 連体形 係結形止 用
圭回五口詞 形 形
(丙幹) 
型 形
幹
書 a a f1ak I 1 u i1aもi 1 i1attsu n 1 1 
漕 ぐ φug a a φug 1 I u φud3 φud3u n 1 
殺す φuis a a φuis f-S)i (-J)i u φud 1 φuisu n 1 1 
立つ tat a a tat I 1 u i ta可 tatも$u n I 1 
行 く 7iもf a a 7iもJ 1 l u ! 7 iもf 1 7itも，$u n I 1 
死 ぬ S i n a a Iin 1 u I S in 1 Sinnu n 1 1 
飛ぶ tub a a tub l I u tub 1 tumbu n 1 1 
三UEdLz む Jum a a Jum 1 1 u Jum 1 Jummu n 1 
起きる φu i j a a φui n n n φui 1 φui j u n 
τー仁ニコ-.- つ 7ij a a ヲi n n 主1 7i 1 7iju n 1 1 
切 る もHj a a もH n n n もJiju n 
結ぶ kubi j kubi n n n kubi I i kubi j u n 1 
取 る tuw a a tu n n n tu 1 tuju n l 。
被 る habuw a a habu n n n habu I habuju n 1 1 
買 つ horw a a ho: n n n ho: 1 ho: i 
思 つ ?umuw a a 7umu n n n 7umu 1 7umui n 1-
n ba ba na busan ロlun ru 
(ない) (ば)(ば) (禁止) (tこい) (もの)(ぞ)
nnun glsan 
主な接尾形式 (れる) (そうだ) 体 σ3 
動
詞
食 つ
笑 つ
居 る
あ る
す る
来 る
sun nも，$0! 
仁コ 結(せる) (も)
ba ga 
(に)
注 (1) -印は，語幹がただちに接尾形式へ接していくことを意味する。また，ム印はその活用形
がみつからなかったことを意味する。
(2) (-S ) iとあるのは i語尾と接するとき，その語幹の末尾音が-$ i (たとえば， φuis
→ φu iS)となることを意味する。
鳥島方言動詞活用表
(語基本幹甲) 
語基本 語基本
j辰
でJこじとJ、
未然形 形条件 命令形
ア本玄主て之
1 連用形
生 終
連体形 係結形形向 j上 止車宇 形 車宇 苦日五口 形
(乙) (丙) 幹
k 。: 。: kue n n n kue 1 kueju n 
waw O~ 0: wae: n n n wae': 1 I wae: 1 n 
wuw a a wu n n n wu 1 wu n 1 
ム ム ム ?a n ム ム 7a 1 7a n 1 
S a a n n n i.: su n 1 l 
φ u! u! φu 1 1 un 1: も$u I 
重罰工
体形準
{璽 接続
圭口五口 形
幹
品aもJ 1 
φud3 1 
φui可 1 
tatもJ I 
7nd3 1 
$id3 
tur 1 
Jur 1 
φuit 1 
7iもf 1 
も.Jitもf。
I 
tutt 
hant 1 
ho:t 1 
7umut 
Se! 
(のは)
立11
(か)
コ閤t.: 
体形準
イ蔓
接続形
圭日五ロ
幹
kuet I 
wae! t 
wut 1 
7at 
1 :
tもJ 1 
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(I･10ロ)眠る
ｎｉｂｕｗａ
ｎｉｂｕｗａ
ｎｉｂｕｍ〈ｂａ〉
nibum〈ｂａ〉
nibun〈ｎａ〉
ｎｉｂｕｉ
ｎｉｂｕｊｕｎ
ｎｉｂｕｊｕｉ
ｎｉｂｕｊｕｉ
ｎｉｂｕjｕ
ｎｉｎｔｉ
ＪｉｊａｂｉｔａｊｉｇａｗａＸｊａｎ（調べたけれども
わからない）
？ａｎｕＣｉｂｌｕｎｕ？aｔａｉｈａｔａｉｂｊｕｉｍｕｎｏＸ
Ｏ
ｗｕｗａｎ（あの人く゛らい働く者は居なし、）
ｎａｍａｍａｄｉｘｍａｔＵＩｉｎのuｘｎ（今まで待っ
ても来ない）
のumitleZnajan（暑くてかなわぬ）
未然形も同様，他の沖繩方言では，語幹末尾
が－ｒとなっているものが，当方言では，－ｊ
か－Ｗになっている。
のuijan（起きない）？iｊａｎ（言わない）
bｌｉｊａｎ（切らない）kubijan（結ばない）
ｔｕｗａｎ（取らない）ｈａｂｕｗａｎ(被らない）
ｏ
ｈｏＸｗａｎ（買わなし、）？umuwan（思わな
い）
②未然形そのままの形で否定を表わす場合も
ある。その場合，未然形の後にｍｕｎ（もの）
が来るのが普通である。
ｈａｋａｍｕｎｊｏｘ（書かないよ）
？anji？iｔＪｉｗａＪｉｉｔａｉＪｅＸｊｕｉｓａｍｕｎ
ｄｏＺａ（そんなに言って，忘れでもしたら許
さないぞ）
？ｕｍｉｊａｔｉｎ？nｄ５ａｉＪｅｘｊｕｉｓａｍｕＯ
ｋｉｎａｘ（海でも行ったら許さないから）
ｔｕｗａｍｕｎｂｌｉ７ｉｘｔａｊｉｇａｔｕｔｔｅｚｔｓuｎ
Ｏ
ｊｏＸ（取られなし､と言ったけれども，取って
いるよ）
７ｗｅｚｎｉｎｈｏＺｗａｍｕｎｎａ（君も買わない
か）
のuｘｍｕｎｄａｘ（来ないよ）
いｂａ（ぱ，条件）に接して，仮定条件を表
わす。
ｄ５ｉｚｈａｋａｂａｍｉｍｂａ（字を書いたら見な
さい）
のuｘｂａ７ｉｊｕｎ（来れば言う）
(Ⅲ２）洗う
？ａｗｏＺ
？ａｗｏＸ
？aexm〈ｂａ〉
？aexm〈ｂａ〉
？aexn〈ｎａ〉
？ａｅｘｉ
７ａｅＺｉｎ
？ａｅｘｉ
？ａｅＸｉ
？ａｅＺｉ
？ａｅｚｔｉ
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３．活用形の用例
〈基本語幹〉系列の活用形
(1)志向形
mad5und5iX5aka（一緒に字を書こう）
ｄｕＺｎｕｊａＺＤｋｅＺｋｅＺｊａ（自分の家に帰
ろう）
？abuninmad5unkoZ（私も一緒に食べ
よう）
ｔｕｗａゴiＺ（取ろうね）
他の沖縄方言で，語幹末尾が－ｒとなってい
るものが，鳥島ではすべて－ｊかまたは－Ｗに
なっているのが特徴的である。
のuija（起きよう）？ija（言おう）
tJija（切ろう）kubija（結ぼう）
ｔｕｗａ（取ろう）habuwa（被ろう）
ｏ
ｈｏＸｗａ（買おう）？uml1wa（思おう）
(2)未然形
(,i）、（ない，否定）に接する。
？ｗｅＺｊａ６ａＵｌｉｎ？aboZHakan（君は書い
ても私は書かない）
ｍｉｄ５ｉｎｕｏＸｎｕｍａｎ（水さえ飲まない）
７ｉｂｌａｎｄｕ７ａＪｉｊａ（行かないのだね）
－５５－
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ｒｊ、
㈲gatJinaz（～しながら）９atJix（～
しながら）に接する。
d5iXja6akagatJinaXnatJeXtbjun（字を
書きながら泣いている）
d5iz6akagablizkaOgezjun（字を書きな
がら考える）
？akkagatliXjumnun（歩きながら読む）
これはもと「連用形十jagatJiz」であったも
のが，次のような変化をへて成立したものであ
ろう。
６akijagablix→hakagatJiX？akki
jagabIi2→？akka9atJiZo従って，通時的に
は連用形系統のものである。また，この変化は，
連用形hakiが６atJiに変化する以前に起こっ
たものであろう。
㈹ｓｕｎ（せる，使役）ｊｉｍｉｎ（せしめる，
使役）ｎｎｕｎ（れる，受身・可能）に接する。
のｅｚ？uｔｔｕＤｋｅｘ６ａｋａｓｕｎｊｏＸ（これは
弟に書かせるよ）
？aijaCittsujiganaotJeXtuwasa、彼
Ｏ ｏ
は知っているが教えてくれなし、）
ＣＭｕｎｉｆｉａｋａＪｉｍｉｎ（人に書かしめる）
Ｏ
のuｉＪｅｘｎｉｌｉａｋａｎｎｕｎｊｏｘ（これで書か
れるよ）
ｗａｎｔＪａｎｉｎＵｏｘｗａｗｏｘｎｎｕｎ（子供にま
で笑われる）
「食う」の未然形にｋｕＺｗａの形も見出され
る。
？iｎｎｉｋｕＸｗａｎｎｕｎ（犬にかまれる）
（３）条件形
？ｕｗａＺｆｉａｋｉｂａ？aＸｊｕｍｍｕｎｊｏＺ（君が書
いたら，私が読・むよ）
？uｗａｘ６ａｋｉｂａｓｕｍｍｕｉｍｕｎ（君が書けば
よいのに）
ｎａｍａｔａｔｉｂａｍａｎｉａＸｊｕｎｊｏＺ（今立てば
間に合うよ）
？aｉｇａｍｉｂａｗａＸｊｕｎ（彼が来ればわかる）
(4)命令形
7uｗａＺｈａｋｉｂａ（君書きなさい）
ｄ５ｉＸ６ａｋｉｂａ（字を書け）
ｄ５ｉｘ６ａｔｔｓｕｉｍｕｎｊａｍｂａ６ａｋｉｂａ（字
を書くのだったら書け）
？ｕｊａｎｕ？ijuOganeJiJimba（親の言う
とおりしなさい）
のｕｍａＯｋｅＸのuｉｂａ（ここへ来なさい）
？ａｂｕｎｉｎ？ｉｔＪｉｊｅＺ？ｗｅＸｎｉｎのｕｉｂａ
（私も行くから君も来い）
「する」の命令形にはＪｉｍｂａの他に，Ｊｉｒｉ
の形もあらわれる。
？aｎｊｉｊｅｚｊｏｘｄ５ｉｎＪｉｒｉｗｏｗａ（だから用
心しろというのだよ）
(5)禁止形
？ｍａＸｎａＸｄ５ｉＸ６ａｋｕｎａｊｏＸ（ここに2i弓iご
書くな）
d5iZru6atbjeXtbjumbajubunajoZ（字
を書いているならば呼ぶなよ）
ｊｕｓｕｎｕＪｅＸｔｕｎｎａ（よそのを取るな）
ＧｉｈｌｕｎｕＪｅＸｔｕｎｎａ（人のを取るな）
ｏ
ｋｕｓａｔｕｎｎａ（草を取るな）
ｏ
ｂａｋｏＺＪｉｎｎａ（うそをつくな）
動詞によっては，禁止形に－ｕｎａの他に，
－ｉｎaの形もあらわれる。但し，すべての動
詞にその形がそろっているわけではない。この
形は，徳之島方言につながる。
？aZliattsuOkinaZ？ｗｅＸｆｉａｋｉｎａｊｏＸ
（私が書くから君は書くな）
hataikina（働くな）
？iｔＪｉｎａ（行くな）
のuｇｉｎａ（漕ぐな）
ｔａｔｉｎａ（立つな）
－５６－
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のuｉＪｉｎａ（殺すな）
ｊｉｎｉｎａ（死ぬな）
ｊｕｍｉｎａ（読むな）
tＪｉｘｍｉｎａ（包むな）
(6)連用形
(Ｄｂｕｓａｎ（～したい，願望）g1san
（～しそうだ，様子）ｊｕＺｓｕｎ（～できる，
能力）guisan（～しにくい，困難）
jassan（～しやすい，容易）misoZn
（～なさる，尊敬）？ｗａｉｎ（～なさる，
尊敬）等へ接する。
？aXfiatlibusan（私が書きたい）
d5iZfiahlibusassa（字を書きたいなぁ）
７aｉｇａ６ａｔＪｉｇｉｓａｎ（彼が書きそうだ）
７aboz6atJijuxsunjox（私は書くことが
できる）
６auiguisan（書きにくい）
hablijassan（書きやすい）
６ablimisoxn（お書きになる）
ｎａｘｊａｂｊａｘｊｕｗａｋｉｊｉ？ukuinsoxtJanna
（あなたはどういうわけで遅れましたか）
６abji？ｗａｉｎｊｏｘ（お書きになるよ）
仁）ｎｅｘ（～したら）ｇａ（～に）
/nbloz（～さえ）bikax（～ばかり）
ｒｕ（～ぞ）ｂｉｂｊｉｘ（～べき）等へ接す
る。
habjineZnajamun（書いてはいけない）
？ａｍｉｇａのuineZjamijun（雨が降るとや
める）
ｈａｔｊｉｇａ？itbjunjoZ（書きに行くよ）
ＣｉＵｕ？､ｋｅｘｇａ？nd5an（人を迎えに行った）
ｏ
ｆｉａｈｌｉｎｂｊｏｚｓａｎ（書きさえしない）
６aUnbikaXsun（書きばかりする）
ｈａｈｊｉｒｕｓｕｎｄｏＸａ（書きぞする。書くのだ
よ）
?ｗａＸｔｕｉｂｉｔＪｉｊｏＺ（君が取るべきだ）
係助詞のｊａ（は）は語尾と複合してしまう。
hatJeZ（←ｈａｔＪｉｊａ）ｓａｎ（書きはしな
い）
（６１）〈過去の進行〉の派生形式
連用形にwutan（居た，過去）が複合する
と，〈過去における進行〉の意を表わす派生形
式が成立する。HatJiwutan→６attsutan
（書きいた）。
d5iX6attsutanna（字を書いていたのか）
kusatujutan（草を取っていた）
Ｏ
ｎｎａのujutan（もう起きてし､た）
sutaｎ（していた）
tlutan（来ていた）
〈派生語幹〉系列の活用形
(7)終止形
d5ix6attsunjox（字を書くよ）
？aｘｈａｔｔｓｕｎｊｏｘ（私が書くよ）
？aｉｇａ６ａｔｔｓｕｎｊｏＺ（彼が書くよ）
？ｗｅｘ６ａｔｔｓｕｎｎａ（君が書くか）
？aXhattsunna（私が書くか）
のeＸｔａＸｈａｔｔｓｕｎｎａ（これは誰が書くか）
？ａｘｈａｔｔｓｕｎｋｉｎａｘ？ｗｅｘｈａｋｉｎａｊｏｚ
（私が書くから君は書くな）
？aｉｇａ６ａｔｔｓｕｎｂａＺ（彼が書くよ）
？aｘ？ittsunjox（私が行くよ）
？ｗｅｘｍａｘＯｋｅｘ？ittsun（君はどこへ行
くの）
？ujatumad5un7ituun（親と一緒に行く）
７ａｉｇａ７ｉｔＵｕｎｈｌｉ？iＸｔａｎ（彼が行くと
言った）
？ｗｅＸ？ittsunna？iｂｌａｍｕｎｎａ（君は行
くか行かないか）
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ｔｕｉｎｕｔｕｍｂｕＯｇａｎｅｘｓｕｎ（鳥が飛ぶみた
いだ）
ｎｎａｊａｇａｔｉｔｕｍｂｕｎｊｏｘ（もうやがて飛ぶ
よ）
ｈａｍａｎａｘ？aJimbun（浜で遊ぶ）
？aZjummunjoZ（私が読むよ）
ＵｌｉｂｕｉｎｕｊａｍｍｅＺのｕＸｗａｊａＪｉｍｍｕｎ（頭
が痛いから今日は休む）
ＣｉＸｎｕｊｉｄａｎｕｈａｊｕｎ（木の枝が枯れる）
hakoXCiZJeXnitsukujun（箱は木でつ
くる）
のｕｉｎｔｊｏｘｗａｘｊａｎＣｉｔｉｎｕｚｗａＺｊｕｎｎａ
（これさえわからないのに，なにがわかるか）
のeXkuのuijunjoZ（早く起きるよ）
？aZblijunjoX（私が着るよ）
ｍｉｊｕｎｄｏＺ（見るぞ）
d5iZ6atlaigabjiXkaDgeXjun（字を書き
ながら考える）
？ｗａＸｔｕｊｕｎｎａ（君が取るか）
？aｚｔｕｊｕｎｊｏｘ（私が取るよ）
７anu？atai？abuninnajun（あのぐらい
私にもできる）
？uｔｔｏＸｊａＺｎａＸｗｕｎ（弟は家に居る）
●
のuX9itlunbjakkajawanblakkajatｅＸｒａｋａ
Ｏ
ｗｕｎ（大人やら子供やらたくさんいる）
のｕｍａｎａｘ？aｎｎａ（ここにあるのか）
ｄｚｕｉｊａｍａｚｎａｘ？aｎｎａ（どれどこにあ
るの）
のutaihaitaisun（降ったり晴れたりする）
？､d5aitJaisun（行ったり来たりする）
のunu？iwoXLIasabikaXsuOgeja（この
魚はいくらばかりするのだろうか）
？uttox7iLlibluDgeja（弟はいつくるのか
しら）
７aｕａＸｔｓｕｎｊｏＸ（明日来るよ）
終止形はｒｕ（～ぞ）の結びともなる。
ｄ５ｉＺｒｕ６ａｔｔｓｕｎｊｏＺ（字ぞ書く。字を書
く）
のuZruhataitJun（今日ぞ働く。今日働く）
⑩ｕＸｒｕのud5un（今日ぞ漕ぐ｡今日漕ぐ）
のｕＺｒｕのuisun（今日ぞ殺す｡今日殺す）
のuＺｒｕｔａｔＬＩｕｎ（今日ぞ立つ｡今日出発する）
のｕｘｒｕ？itbjun（今日ぞ行く。今日行く）
７aｔｕｎａＸｔＪｕｉｒｕｎｕＺｎ（あとに１人だけ
残る）
？aｔＪａｚｒｕＬＩｕｎｊｏｘ（明日来るよ）
(8)連体形
鳥島方言の連体形は通時的には「連用形十
ｗｏｒｉ（居り）」に遡りえる。たとえば，
hattsui（書く）はkakiwori（書きをり）
から成立している。kakiwori（書きをり）
に対応する形は，奄美方言では終止形として用
いられている。それが鳥島方言では，連体形と
して用いられているところに大きな特徴がある。
６attsuimun（書くもの）
７aboxhattsuikutunajunjox（私は書
くことができる）
d5iX6attsuitabiniwutain（字を書
くたびに疲れる）
？aX6attsuintanamattumba（私が書
く間待っていなさい）
？ａＺ６ａｔｔｓｕｉｎｔａｎａ？ａｉｊａのｕＺｔａｍｕｎｊｏＸ
（私が書くまで彼は来なかった）
？aｉｇａ６ａｔｔｓｕｉｓａｍｕｎ（彼が書くだろう）
のuniのudzuikutunajun（舟を漕ぐことが
できる）
のeXkuのuijuikutunajun（早く起きるこ
とができる）
ｔＪｉｔＪｉｎｕ？agajuintanahataiblim（月のあ
がるまで働く）
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ｄ５ｉＸｊａｆｉａｔｔｓｕｉｓｕｍｕｔＪｉｊａｊｕｍｍｕｉ
のusukujanaXn（字は書くし，書物は読む
し，不足はない）
ｍｉｊｕｉｋｕｔｕｎａｊｕｎ（見ることができる）
のｕｍａＺｎａｔＪｅＺｊｉｒａｓａｉのujoZnukusai
nuxn？ijuikUtoxnaXn（ここは夏は涼し
いし，冬は温いし，なにも言うことはない）
のeＸｋｕｔｕｉＣｉｔＪｕｎｕｍｕｎｊｏＸ（早く取る人
◎
のものだ）
ｊｉｎａｇｕｎｔＪｏｚｎａｊｕｉｇａｔＪｉｘ？ｗｅｘｎａｊａ
ｍｕｎｎａ（女でさえできるのに，君はできない
のか）
？ａｉｊａ？iｔＪｉｇａｓｕｉｊａ（彼は行くかしら）
？aｉｊａｊａＸｎａＸｗｕｉｇａｓｕｉｊａ（彼は家
に居るかしら）
(9)係結形
ｒｕ（ぞ）の結びである。当方言では終止形
でも結ぶとともに，この形でも結ぶ。
d5ixruhattsui（字ぞ書く。字を書く）
namaruhatainjui（今ぞ働く。今働く）
ｎａｍａｒｕのud5ui（今ぞ漕ぐ。今漕ぐ）
のuＺｒｕｔａｔｈｊｕｉ（今日ぞ立つ。今日出発す
る）
？atJaZru？nd5ui（明日ぞ行く。明日行く）
？aｂｊａＸｒｕｔｌｕｉ（明日ぞ来る。明日来る）
⑩準体形
？aｘ６ａｔｔｓｕＪｅｚｎｕｘｗａ（私が書くのはなに
か）
？ａｉｎｅｘＪｉｈａｔａｉｔｓｕｊｅｘｗｕｗａｎ（彼のよ
うに働く人はいない）
？ａＸ６ａｔｔｓｕｍｉ（私が書くか）
６attsuJiga6akamunbji？jｕＸＪｉｇａ（書
くのに書かないというのか）
？aｉｊａＣｉｔｔｓｕＪｉｇａｎａｏｓａｎ（彼は知っ
◎
ているが教えてくれなし、）
SakeＺｊｕＸｎｕｍｍｕｊｉｇａｍａｔａｊｕＸｈａｔａｉｈｌｕｎ
（酒はよく飲むけれども，またよく働く）
〈音便語幹〉系列の活用形
⑪接続形
㈹「～して」の意を表わす。
d5iz6atJikkai？itsunjoz（字を書いて
から行く）
ｎａｘｗａｍａｄｉ？､d５ｉＵｕｎ（那覇まで行って
くる）
ｔｉＤｋａＸ？utitibjun（天から落ちてくる）
のexkuのuｉｔｉｎｍａｎｉａｚｊａｎ（早く起きても
間に合わない）
ｎａＸｗａＯｋａＸｋｅＸｔｉｔＪｕｎ（那覇から帰って
くる）
？ａｎｕｊａ？ｗｅｘｊａｊｕｘｋａＯｇｅｚｔｉｋｕｒｉｊｏｚ
（あのね，君はよく考えてくれよ）
？ａｎｊｉＪｉＸｎ？ａｎｊｉｓａｎｔｉ？ｗａＸｋａｔｔｉ
ｊｏＸ（そうしてもそうしなくても君の勝手だ）
(ﾛ）「～した（過去，完了）」の意も表わす。
？aboX6atJi（私は書いた）
？aboXhataitJi（私は働いた）
のud5i（漕いだ）のuibji（殺した）
tattJi（立った）？nd5i（行った）
jid5i（死んだ）ｔｕｒｉ（飛んだ）
ｊｕｒｉ（呼んだ）ｊｕｒｉ（読んだ）
tJiXndi（包んだ）kuntJi（結んだ）
ｈａｔｉ（刈った）tJittli（切った）
０
？iｂｌｉ（言った）ｂｌｉＬｊｉ（着た）
ｏ
ｎｉｈｊｉ（煮た）ｍｉ可ｉ（見た）
jitli（坐った）Ｑｉｔｉ（蹴った）
◎
のuｉｔｉ（起きた）？utiti（落ちた）
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(受けた）
(眠った）
(取った）
(思った）
(笑った）
(居た）
（した）
?itsun（言っている）
tJiblun（着ている）
o
nibIun（煮ている）
miPjun（見ている）
ｊｉｂｌｕｎ（坐っている）
hlittlun（切っている）
O
kunblun（結んでし､る）
tuttun（取っている）
hantun（被っている）
nintun（眠っている）
hoXtun（買っている）
７unmutun（思っている）
kuetun（食べている）
waextun（笑っている）
？aeZtun（洗っている）
？atun（ある）
wutun（居ている）
ｓｕｎ（している）
のuXtun（来ている）
文中における用例を示すと，次の通り。
uaXjiのumanaxd5ixhatsunna（どうし
てここに字を書いているのか）
hatsuOganeXsun（書いているようだ）
ｈａｔｓｕＪｅＸ？aｊａｍｕｎ（書いていはしない）
？ujaOkeXnitsun（親に似ている）
(上げた）
(被った）
(買った）
(洗った）
(食った）
（あった）
(来た）
？ｕｋｉｔｉ
ｎｉｎｔｉ
ｔｕｔｔｉ
？ｕｍｕｔｉ
ｗａｅＸｔｉ
ｗｕｔｉ
ｊｉｘ
７ａｇｉｔｉ
ｈａｎｔｉ
ｈｏＸｔｉ
?ａｅＸｔｉ
ｋｕｅＸｔｉ
７ａｔｉ
ｔｂｌｉ
（11.1）〈継続〉の派生形式
接続形はｗｕｎ（居る）と複合ずて「～してい
る」を表わす派生形式を構成する。６atsun
（書いている）に例をとれば，kakiteworimu
（書きて居りむ）→habliun→hatsunまたは
habjunとなる。なお，鳥島方言ではｔｓと凶，
ｄｚとｄ５は対立を示さず，自由に交替する。ま
た，６attsun（書く）がく基本〉の終止形であ
るのに対し，fiatsun（書いている）はく継続〉
の終止形である。
以下く継続〉の終止形を示すと，次の通り。
hataitsun（働いている）
のud5un（漕いでいる）
ouiblun（殺している）
tattsun（立っている）
？ndzun（行っている）
Jid5un（死んでいる）
turun（飛んでいる）
jurun（呼んでいる）
jurun（読んでいる）
tJiZndun（包んでいる）
のuitun（起きている）
hatun（刈っている）
citun（蹴っている）
o
7utitun（落ちてし､る）
？ukitun（受けている）
？agitun（上げている）
（１１．２）〈継続進行〉の派生形式
接続形は？attsun（歩く）と複合して，卜
している」を表わす派生形式を構成する。
hatJeXttsun（書いている）を例にとれば，
kakitearukiworimu（書きて歩き居りむ）
→hatJiatJiun→han｢eXttsunとなる。
６attsun（書く．基本），hatsun（書い
ている．継続）に対して，ここではこの形式を
仮にく継続進行〉を表わすものとみておく。
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文中における用例は次の通り。
d5iX6atleZttsundoZa（字を書いている
よ）
hatJeXtLjundoX（書いているよ）
ｄ５ｉｘｒｕ６ａｂｌｅＸｔｔＪｕｎｂａｊｕｂｕｎａｊｏｘ（字
を書いているならば呼ぶな）
d5iz6aUexttJuri（字を書いておれ）
d5izja6akagabjinaxnaUlexttsU、（字
を書きながら泣いている）
mid5ibikaZnureXtblun（水ばかり飲ﾊﾉで
いる）
tuttexttlundox（取っているよ）
？ai9akameXmeZteXttsujeXdzuiga（彼
がさがしているのはどれか）
他のく継続進行〉の終止形を示すと，次の通
り。
hataibleXttsun（働いている）
のud5eXttsun（漕いでいる）
のuitUeXttsun（殺している）
tatbjeZttsun（立っている）
?nd5eZttJun（行っている）
Jid5eXttJun（死んでいる）
tureZtbjun（飛んでいる）
jureZtuun（呼んでいる）
jurextLlun（読んでいる）
blixndextUun（包んでいる）
のuitexttJun（起きている）
hateZtbjun（刈っている）
CiteztUun（蹴っている）
？uttezttJun（落ちている）
？ukiteZttJun（受けている）
？agiteXttJun（上げている）
？itJexttJun（言っている）
blitJeZttJun（着ている）
O
nibjeZttJun（煮てし､る）
miLIeXtUun（見ている）
jiUeXttjun（坐っている）
tJitJeZtuun（切っている）
O
kuI1tJezttJun（結んでいる）
tutteXtblun（取っている）
hanteZttJUn（被っている）
ninteZtUun（眠っている）
hoZteZttJun（買っている）
？umuteZtbjun（思っている）
kuetettJun（食っている）
waeZtetbIun（笑っている）
？aeZtetbjun（洗っている）
jeZttsun（している）
ttJeXtsun（来ている）
（１１．１）〈過去，完了〉の派生形式
「～した」は接続形によっても表わされるが，
また接続形に？aｎ（ある）が複合した形式によ
っても表わされる。たとえば，６atJan（書い
た）はく過去〉またはく完了〉を表わす。これ
は，kakitearimu（書きてありむ）→６auian
→ｈａｂｌａｎと成立したものである。そして，
６attsun（基本），hatsun（継続）等に対し
て，これはく過去〉あるいはく完了〉のカテゴ
リーをなしている。
hauanは，？a、（ある）とほぼ同じく，次
のように活用する。
条件形fiabjam〈ｂａ〉（書いたら）
終止形fiablan（書いた）
連体形ｆｉａｕａｉ（書いた）
係結形Ｈａｂｌａｉ（書いた）
準体形hatJa〈Ｊｅｘ〉（書いたのは）
他のく過去，完了〉の終止形も示すと，次の
通り。
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のud5an（漕いだ）
tatblan（立った）
Jid5an（死んだ）
juran（呼んだ）
bjixndan（包んだ）
hatａｎ（刈った）
?utitan（落ちた）
?agitan（上げた）
tlitlan（着た）
Ｏ
ｍｉｂｊａｎ（見た）
tJibJan（切った）
o
tuttan（取った）
nintan（眠った）
７umutan（思った）
waeXtan（笑った）
７atａｎ（あった）
ｓａｎ （した）
hataiulan（働いた）
のuiblan（殺した）
?nd5an（行った）
turan（飛んだ）
juran（読んだ）
のuitan（起きた）
citan（蹴った）
。
?ukitan（受けた）
？i町aｎ（言った）
nitJan（煮た）
jiuan（坐った）
kunblan（結んだ）
hantan（被った）
hoXtan（買った）
kuetan（食った）
?aeztan（洗った）
wutan（居た）
tbjan（来た）
文中における用例を以下に示す。
ｄ５ｉｘ６ａｂｌａｎ（字を書いた）
？ｕｗａｘｈａｂｌａｉＪｅｚ？aｘｊｕｍｕｎｊｏｘ（君が
書いたら私が読むよ）
６ablaiJeZnajamun（書いたらいけない）
？aｘｈａｂＩａｉＪｅｘｍｉｍｂａ（私が書いたらみ
なさい）
tud5inublinuzのuniDkaznaXwaOkez
tatbjan（妻が昨日舟で那覇へ立った）
ｊａｍａｔｕｊａｗａｋａｓａｉｄ５ｉｂｕｎｎｉ？nd5an
（大和は若い時に行った）
？amaOkeX？nd5aiJeZnoXndundoXa（あ
そこへ行ったら叱られるぞ）
７imijatinmitJaihad5i（夢など見たん
でしょう）
jambainazmmaitan（山原で生れた）
wuttixblaihad5iroxa（おととい来たん
だろう）
りあげ，それらと鳥島方言を比較することによ
ってその相異をみることにする。その比較によ
って，鳥島方言では，いわゆるラ行四段・上一
段・下一段などの動詞が他の沖繩方言とは異な
って，ヤ行四段かあるいはワ行四段の方向へ変
化していっていることがわかるであろう。これ
は鳥島方言の大きな特徴である。
４活用の特徴
鳥島方言の活用で，もっとも特徴的なことは，
他の沖繩方言では，いわゆるラ行四段的に活用
する動詞が，当方言ではヤ行四段的かあるいは
ワ行四段的に活用することである。久米島方言
は沖繩方言に属する。そこで久米島方言の中か
ら具志川村西銘，仲里村儀問の二つの方言をと
Ａ起きる
鳥島西銘
志向形のuija７ukira
未然形のuija？ukira
条件形のuim〈ｂａ〉？ukiri
命令形のuim〈ｂａ〉？ukiri
禁止形のuin＜、ａ＞？ukiru
連用形のuiZ？ukix
終止形のuijun？ukiju
儀間
？ｕｋｉｒａ
？ｕｋｉｒａ
７ｕｋｉｒｉ〈ｂａ〉
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ｍｍｕｉ
？ｕｍｕｔｉ
西銘
ダ
ム
？ｕｍｕｒａ
？umuri〈ｂａ〉
？umuri〈ｗａ〉
Ａ
７ｕｍｉＺ
７ｕｍｕｊｕｎ
？umujuru
？umujuru
？uｍｕｊｕ
ｍｍｕｔｉ
儀間
？ｕｍａＺ
７ｕｍａｚ
ｍｍｕｒｉ〈ｂａ〉
？ｕｍｕｒｉ
Ａ
ｍｍｉＸ
ｍｍｉＸｎ
？ｕｍｉＺｒｕ
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ｍｍｉｔｉ
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志
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〈ｎａ〉
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西銘
？ａｒａＸ
？ａｒａＸ
？arari〈
？arari〈
７arox〈
？ａｒｅＺ
？ａｒｅｚｎ
？ａｒｅＺｒｕ
？ａｒｅＺｒｕ
？ａｒｅｘ
？ａｒａｔｉ
儀間
？ａｒａｘ
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ｂａ〉
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西銘
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？ｕｒａ
ｍｒｉ
？ｕｒｉ
ｍｒｕ
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ｕ
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間
ａ
ａ
・
１
．
１
，
ｍ
ｍ
、
凸
儀
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禁止形
ｊ
ｊ
ｊ
陀
魍
、
く
く
く
ｂａ〉
ｂａ〉
ｎａ〉
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聯川柳纈柵綱
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▽
△
▼
△
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
形容詞の活用
1．活用の分類
鳥島方言の形容詞の活用を，その語幹の末尾
構造で分類すると，大きく次の２類に分けられ
る。
第Ｉ類は国語のク活用に，第Ｈ類はシク活用
にほぼ対応する。
基本語幹
（甲）（乙）
ＣＶＣＶ
ＣＶＣＶＣＶ
派生語幹
第１類
第Ⅱ類
ＣＶＣＶ
ＣＶＣＶ
Ｚ活用表
前記分類に基づいて，鳥島方言の形容詞の活
用を示すと，第３表の通りとなる。第Ｉ類は語
幹の末尾音の異なりによって，さらに下位分類
してある。
表示した形容詞以外の形容詞の活用も以下に
示しておく。
（１．１）若い
ｗａｋａｋｕ
ｗａｋａｋｕＪｉ
ｗａｋａｓａｉ
ｗａｋａｓａｍ＜ｂａ＞
ｗａｋａｓａｎ
ｗａｋａｓａｉ
ｗａｋａｓａｉ
ｗａｋａｓａ
（１．１）長い
ｎａｇａｋｕ
ｎａｇａｋｕＪｉ
ｎａｇａｓａｌ
ｎａｇａｓａｍ＜ｂａ＞
ｎａｇａｓａｎ
ｎａｇａｓａｌ
ｎａｇａｓａｌ
ｎａｇａｓａ
（１．１）近い
tjikaku
o
tJikakuJi
o
tJikasai
O
blikasam＜ｂａ＞
Ｏ
ｂｌｉｋａｓａｎ
Ｏ
ｈｊｉｋａｓａｉ
ｏ
ｂｌｉｋａｓａｉ
o
ｔＪｉｋａｓａ
Ｏ
連用形１
接続形
連用形２
条件形
終止形
連体形
係結形
準体形
－７１－
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鳥島方言形容詞活用表第３表
｜連用形１’
連用形２．
１
「 一
件
形
終
形
係
結
形
準
体
形
一
mid5ijaJi mid5ija ｍｉｄ５ｉｊａｓａ
（１．１）良い （１．１）美しい （１．１）涼しい
ｊｕｔａｋｕ ｔｓｕｗａｋｕ Ｊｉｒａｋｕ
ｊｕｔａｋｕＪｉｔｓｕｗａｋｕｊｉ ｊｉｒａｋｕｊｉ
ｊｕｔａｓａｉｔｓｕｗａｓａｉ Ｊirasai
jutasam〈ｂａ〉tsuwasam〈ｂａ〉jirasam〈ｂａ〉
連用形１
接続形
連用形２
条件形
－７２－
分
類
形
容
詞
』
基
本
語
幹
甲く
連
用
形
１
』
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本
語
幹
乙く
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形
派
生
語
幹
連
用
形
２
条
件
形
終
止
形
連
体
形
係
結
形
準
体
形
Ｉ
１
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イ
ロ
〃
イ
ロ
４
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Ｆ
Ｄ
〃
イ
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２
２
３
３
６
６
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、
、
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主な接尾形式
najun
(なる）
ｓｕｎ
(する）
ｒｕ
(ぞ）
ａｓ●句■一９
、
岸フそく
、
■
Ｊ
〃
▼
▲
だ
正
⑧
Ｍ㈹ 体言 ｍ㈲の結
Jex
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終止形
連体形
係結形
準体形
Jirasan
jirasai
Jirasai
Jirasa
jｕｔａｓａｎ
ｊｕｔａｓａｉ
ｊｕｔａｓａｉ
ｊｕｔａｓａ
ｎ
．
１
．
Ｉ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
ｔ
Ａ
Ｕ
十
）
＋
し
（１．３ｐ）強い （１．３ｐ）重い （１．５）痒い
ｂｌｕＸｋｕ ？mbuku liatlikoZku
tJuxkuJi ？mbukuJi hatlikoZkuJi
tJuXsai ？ｍｂｕｓａｉ hatJikoXsai
uuxsam〈ｂａ〉？mbusam〈ｂａ〉hatJikozsam〈ｂａ〉
ｔＪｕＺｓａｎ ？ｍｂｕｓａｎ ｈａｐｌｉｋｏＺｓａｎ
ＬｌｕＸｓａｉ ？ｍｂｕｓａｉ ｈａｔＪｉｋｏＺｓａｉ
ｔＪｕｘｓａｉ ？ｍｂｕｓａｉ ｈａｔＪｉｋｏＸｓａｉ
ｔＪｕｘｓａ ？ｍｂｕｓａ ｈａＵｊｉｋｏＺｓａ
連用形１
接続形
連用形２
条件形
終止形
連体形
係結形
準体形
ｊａｂく
Ｖ 、
〕
ｉ
ｍ
ｎ
．
１
ｉ
・
１
悪
ｕ
ｕ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｊ
ｋ
ｋ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
イ
汕
汕
串
躯
率
躯
鏥
串
６
Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
Ｉ
●
く （Ⅱ）,忙しい （Ⅱ）恥しい
？itlinajiku had5ikaJiku
？itlinakuJi had5ikakuji
？ibjinasai had5ikasai
？itJinasam〈ｂａ〉had5ikasam〈ｂａ〉
？iuinasan had5ikasan
？iUinasai had5ikasai
？iblinasai had5ikasi
？ibjinasa had5ikasa
連用形１
接続形
連用形２
条件形
終止形
連体形
係結形
準体形
りして下げはしない）３．活用形の用例
く基本語幹〉系列の活用形
(1)連用形１
jinamunnudandantakakunajun（品物
がだんだん高くなる）
ｄｅｚｔａｋａｋｕｓｕｎ（値段を高くする）
takakusuntJiremba（高くするのかしら）
takakujeXkanaXmbasummun（高くさえ
し鞍ければよい）
takakubikaXJisaglJamun（高くばか
takakumadinatihoXeusan（高くまで
なって買えない）
係助詞ｊａ（は）は語尾と複合して，ｔａｋａｋｕ
ｊａ（高くは）→takakoZとなる。
?moXtakakoXnaXn（芋は高くはない）
tJaZjintakakoZnaZn（決して高くはない
よ）
ｔａｋａｋｏｘｎａｚｎＪｉｇａｈｏｚｉＣｉ⑪ｏｘｗｕｗａｎ
ｏ
（高くはなし､が買う人はいない）
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？iroZtJuwasan（色はきれい）
？ｗｅｘ？aijakaOgand5uzsan（君は彼より
頑丈である）
終止形はｒｕ（ぞ）の結びともなる。
sakirutakasan（酒ぞ高い。酒が高い）
のｕｉｒｕ？utuisan（これぞこわい。これがこ
わい）
(6)連体形
takasaisakexhozwan（高い酒は買わな
い）
？anu？ijujatakasaisamun（あの魚|塙
いだろう）
jamatujawakasaid5ibunni？nd5an(大
和は若い時に行った）
？ａｎｕｊｉｎａｇｏｚｄａｔｉｘｎｔｓｕｗａｓａｉｈａｄ５ｉ
ｒoxa（あの女は大変美しいにちがいないよ）
bjuwasaigataX（美しいね）
takasaijeZhoXiusan（高いから買えない
よ）
blaXJintakasaihad5iroXa（きっと高かっ
たにちがいない）
ｊｕＺｓａｎｒｉｊａＣｉＸｓａｉｊｅＸのukaOkeZ
7nd5ijannan（夕方は寒いから外へは出ら
れない）
(7)係結形
sakirutakasai（酒ぞ高い。酒が高いのだ）
のｕｉｒｕ？utuisai（これぞこわい。これがこ
わいのだ）
のｕｉｒｕのussai（これぞ大きい。これが大き
◎
し､のだ）
(8)準体形
takasaJeXhoXiusan（高いのは買えない
よ）
ｔａｋａｓａｍｉ（高いか）
(2)接続形
takakujihoxiusan（高くて買えない）
takakujinubuiusan（高くて登ることがで
きない）
のukuJitJikoznnan（大きくて使えない）
。 ◎
鳥島方言では，他の沖繩方言のように，たと
えばtakasatiのような接続形は見出すことが
できなかった。話者によれば，そのような形は
沖縄のことばで,鳥島では用いないとのことである。
〈派生語幹〉系列の活用形
(3)連用形２
takasaigisan（高そうだ）
？utuisaigisan（こわそうだ）
miXsaigisan（新しそうだ）
Cikusainex（低いなら）
ｏ
ｔｕＸｓａｉｎｅＸ（遠し､なら）
mid5ijasaineX（珍しいなら）
(4)条件形
ｔａｋａｓａｍｂａｈｏＸｗａｎｎａｎ（高ければ買えな
い）
？utuisamba（こわければ）
ｍｉｘｓａｍｂａ（新しければ）
cikusamba（低ければ）
。
(5)終止形
のunusakextakasan（この酒は高い）
のeXtakasanna（これは高いか）
？ataimextakasanjox（もちろん高いさ）
GlaZji？anJitakasaDgeja（どうしてそん
なに高いのだろう）
dzuigatakasaOgeja（どれが高いだろう）
takasaOgeja（高いかしら）
uuxsandox（強いぞ）
？ｉｎｔｕｔｕｋａｘｔｕｄ５ｏｘｂ｢uXsanna（犬と猫
とどれが強いか）
－７４－
Hosei University Repository
(9)派生語幹の他の用法
派生語幹には，他に次のような用法がある。
（９．１）〈過去〉の派生形式の形成
派生語幹は，？ataｎ（あった）と複合し
て，〈過去〉を表わす派生形式を形成する。
takasa？atan→takasatan（高かった）
？and5ibunoZjukaitakasatan（あの頃は
ずいぶん高かった）
？anujaXnaminのussataisamun（あのね，
０
mid5ijasatan（珍しかった）
（９．２）名詞的用法
派生語幹は，次のように名詞的にも用いら
れる。
takasaZtJantakija（高さはどれだけか）
takasagatJigajun（高さが違う）
takasanwaXjun（高さもわかる）
takasajeXniwaZjun（高さでわかる）
？aigatakasatukujabijun（彼の高さと
比べる）
のuntakasaldqaZhazjun（この高さよりは
かる）
takasabikaxhaxjun（高さばかりはかる）
7anutakasamaditudutJun（あの高さまで
届く）
もっと大きかったでしょう）
?utuisatan（こわかった）
miXsatan（新しかった）
Cikusatan（低かった）
O
tuXsatan（遠かった）
hezsatan（早かった）
d５ｉｘ
ｄ５ｉｘ
ｆｉａｋａ
ｈａｋａ
hａｋａ
ｍｋａ
rｕｆｉａｋａｓｕｎ（字を書かせる）
rｕ６ａｋａｓｕｉ（字を書かせるのだ）
sｕＪｅＸ（書かせるのは）
tJi（書かせて）
plan（書かせた）
tJexttJun（書かせている）
助動詞
鳥島方言の助動詞は次の通りである。
1．ｓｕｎ（せる．使役）
d5izjumasun（字を読ませる）
?uttujubasun（弟を呼ばせる）
?aｎｍａｔａｓｕｎ（私を待たせる）
Jiken？ukijasun（試験を受けさせる）
tetsumagijasun（鉄を曲げさせる）
?ｍｍｕｎｉｊａｓｕｎ（芋を煮させる）
6aｋａｓａ（書かそう）
hａｋａｓａｎ（書かさない）
6aｋａｓａｂａ（書かせば）
HａｋａＪｉｂａ（書かせば）
hａｋａＪｉｂａ（書かせよ）
6aｋａＪｉｎａ（書かせるな）
Hａｋａｓｕｎａ（書かせるな）
hakaJibusan（書かせたい）
hａｋａＪｉｂｉｋａｘｓｕｎ（書かせばかりする）
hａｋａｓｕｉ９ｉｂｌｕ（書かせる人）
。
ｚＪｉｍｉｊｕｎ（しめる。せる。使役）
d5iXfiakaJimijun（字を書かしめる）
？aitatajimijun（彼を立たしめる）
のｕｍａＤｋｅＸのuZJimijun（ここへ来さしめる）
tiZmagijaJimijun（手を曲げさせる）
hakaJimija（書かせよう）
hakaJimijan（書かせない）
６aｋａＪｉｍｉｊａｂａ（書かせば）
hａｋａｊｉｍｉｍｂａ（書かせば）
ｈａｋａＪｉｍｉｍｂａ（書かせよ）
fｉａｋａＪｉｍｉｎｎａ（書かせるな）
Ｈａｋａｊｉｍｉｂｕｓａｎ（書かせたい）
－７５－
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hａｋａｊｉｍｉｂｉｋａＸｓｕｎ（書かせばかりする）
ＦａｋａｊｉｍｉｊｕｉＣｉｂｊｕ（書かせる人）
o
d5iXrufiakajimijun（字を書かせる）
d5iXrMiakaJimijui（字を書かせる）
hakaJimijuJeZ（書かせるのは）
hａｋａＪｉｍｉｔｉ（書かせて）
hakajimitan（書かせた）
hakajimitun（書かせている）
4．busaｎ（～したい。願望）
のuniのud5ibusan（舟を漕ぎたい）
sumutJimibusan（書物を見たい）
hatJibukunajun（書きたくなる）
hatJibukuJi（書きたくて）
haUibusaigisan（書きたそうである）
hａｕｉｂｕｓａｍｂａ（書きたければ）
haUibusaiGiblu（書きたい人）
o
d5iXru6atlibusan（字ぞ書きたし､｡字を書
きたい｡）
d5ixruHatJibusai（字ぞ書きたい。字を書
きたい）
hａｔｊｉｂｕｓａＪｅｘ（書きたいのは）
hauibusatan（書きたかった）
3．ｎｎｕｎ（れる゜受身，可能）
６akannun（書かれる）
CitJuDkeXtammannun（人に頼まれる）
のuniのuｇａｓａｎｎｕｎ（舟を漕がされる）
CibluOkeZtaJikijannun（人に助けられ
◎
る）
のｕＸｋｅｊａのuijannun（今日から起きられ
る）
?uid5i？iｂｌａｎｎｕｎ（泳いで行かれる）
ｔｉＸＪｅＸｎｉｔｕｗａｎｎｕｎ（手で取られる）
ｔａｍｍａｎｎａ（頼まれよう）
tammannan（頼まれない）
tａｍｍａｎｎａｂａ（頼まれれば）
tａｍｍａｎｎｉｂａ（頼まれれば）
tａｍｍａｎｎｉｂａ（頼まれなさい）
tａｍｍａｎｎｉｎａ（頼まれるな）
tammannuna（頼まれるな）
tａｍｍａｎｎｉｂｕｓａ（頼まれたい）
tammannuiCiblu（頼まれる人）
Ｏ
のuｘｒｕｔａｍｍａｎｎｕｎ（今日頼まれる）
のuｘｒｕｔａｍｍａｎｎｕｉ（今日頼まれる）
ｔａｍｍａｎｎｕＪｅＸ（頼まれるのは）
ｔａｍｍａｎｔｔｉ（頼まれて）
ｔａｍｍａｎｔｔａｎ（頼まれた）
ｔａｍｍａｎｔｔｕｎ（頼まれている）
５jassan（～しやすい。容易）
？ａｍａＯｋｅＸ？iblijassan（あそこへ行きや
すい）
のumaOkeXbjiZjassan（ここへ来やすい）
のuｎｕｄ５ｉｘｊａｍｉＸｊａｓｓａｎ（この字は見や
すい）
fiabjijaSsan（書きやすい）
fiahlijaJikunaXn（書きやすくない）
hablijakkuJi（書きやすくて）
hatJijassaigisan（書きやすそうである）
hａｕｉｊａｓｓａｍｂａ（書きやすければ）
6abjijassaid5ix（書きやすい字）
７airu6atJijassan（あれが書きやすいの
だ）
？ａｉｒｕ６ａ可ijassai（あれが書きやすいの
だ）
６aＵｌｉｊａｓｓａＪｅｘ（書きやすいのは）
fiaUlijassatan（書きやすかった）
－７６－
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hａｂｊｉｎｓｏＸｉＧｉｂｌｕ（お書きになる人）
o
d5iXruhatJinsoZjun（字をお書きになる）
d5ixru6atlinsoXjui（字をお書きになる）
hatJinsoZiJeX（お書きになるのは）
６a凶insoZtJi（お書きになって）
６atJinsoXtJan（お書きになった）
hatJinsoztleZttJun（お書きになっている）
６guisan（～しにくい。困難）
？amaOkeX？Ｍｉ９ｕｉｓａｎ（向こうへは行きに
くい）
のuｍａＯｋｅｘｂｌｉｚｇｕｉｓａｎ（ここへ来にくい）
のuｎｕｄ５ｉＸｊａｍｉＸｇｕｉｓａｎ（この字は見に
くい）
fiatJiguisan（書きにくい）
６aⅥｉｇｕｉｋｕｎａＸｎ（書きにくくない）
hanjiguikuJi（書きにくくて）
haUjigui8agisan（書きにくそうである）
hatJiguisamba（書きにくければ）
hatJiguisaid5iZ（書きにくい字）
？aｉｒｕｈａｕｉｇｕｉｓａｎ（あれが書きにくいの
だ）
？ａｉｒｕ６ａ可iguisai（あれが書きにくいの
だ）
ｈａｍｉｇｕｉｓａｊｅＺ（書きにくいのは）
hauiguisatan(書きにくかった）
９．？uwajun（～なさる。尊敬）
のuniのud5i？uwajun（舟を漕いでいらっし
ゃる）
Jimbunjuri？uwajun（新聞を読んでいらっ
しゃる）
kusatutti？uwajun（草を取っていらっし
◎
やる）
のexkuのuｉｔｉｍｗａｊｕｎ（早く起きていらっし
ゃる）
l0gisan（～しそうだ。様子）
７ａｍａＯｋｅＸ？itJigisan（あそこへ行きそう
だ）
のumaOkextlixgisan（ここへ来そうだ）
６aｕｉｇｉｓａｎ（書きそうだ）
6abligikunajun（書きそうになる）
haUligisamba（書きそうなら）
Ｉｉａｈｌｉｇｉｓａｉ９ｉｂＩｕ（書きそうな人）
ｏ
ｄ５ｉＺｒｕ５ａｂｊｉｇｉｓａｎ（字を書きそうだ）
d5iZruliatJigisai（字を書きそうだ）
６aＵｌｉｇｉｓａＪｅＸ（書きそうなのは）
６auigisatan（書きそうだった）
7．uXsun（～できる。能力）
のuniのud5iuxsun（舟を漕ぐことができる）
CittJiXhataibJiuXsun（１日中働くことが
◎
できる）
kuttiZmasuimujatinmiXuXsun（小さ
いものでも見ることができる）
のeXkuのuiuZsun（早く起きることができる）
8．nsoXjun（～なさる。尊敬）
HabjinsoZjun（お書きになる）
habjinsoxwa（お書きしょう）
hａｎｌｉｎｓｏＸｗａｎ（お書きにならない）
6aＵｌｉｎｓｏＸｍｂａ（お書きになれば）
6aｂｊｉｎｓｏＸｍｂａ（お書きになって下さい）
6aｂｌｉｎｓｏＸｎｎａ（お書きにならないで下さい
Ba坊insozibusan（お書きになりたい）
11.、（ない。否定）
nｕ２ｎｔｕｗａｎ（なにも取らない）
nｎａｍｉｊａｎ（もう見ない）
nｎａｓａｎ（もうしない）
－７７－
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､､ａのuｚｎ（もう来ない）ｈａｋａｎＣｉｔＪｕ（書かない人）
ｏ
ｌｉａｋａｍｂａ（書かなければ）
助動詞の相互承接
鳥島方言における助動詞の相互承接（語の配列順序）を示すと，第４表の通りになる。
第４表助動詞の相互承接
tｕｗａｓａｎｎｕｎ（取らされる）
。
以下その実例を示す。
1．第１類ｓｕｎ（せる）
Jimijun（しめる。せる）
sun，jimijunは動詞の直後に位置する。
fiakasun（書かせる）
jumasun（読ませる）
6akatlan（書かせた）
hakaJimitan（書かせた）
3．第３類busaｎ（たい）
jassan（やすい）
guisan（にくい）
busan，jassan，guisanは第２類の街こ
位置する。
busanjassangUisanの三者は同列で，相互
に前後関係はない。
…已篁!：
fia⑪ｉｂｕｓａｎ（書きたい）
fiatJijassan（書きやすい）
６atJiguiSan（書きにくい）
fiatJibusatan（書きたかった）
habjijassatan（書きやすかった）
2．第２類ｎｎｕｎ（れる）
nnunは第１類の後に位置する。
⑪動詞一nnun
fiakannun（書かれる）
fiakattan（書かれた）
ｔｕｗａｎｎｕｎ（取られる）
。
(ｲ）動詞一ｓｕｎ（せる）－nnun
fiakasannun（書かされる）
－７８－
動詞
第１類第２類第３類第４類第５類第６類
使役受身願望尊敬様子否定
(可能）
容易能力
困難
ｓｕｎ ｎｎｕｎ ｂｕｓａｎｎｓｏ
(せる） （れる）（たい）（な聖'〉１零幾）
I?巴鵲サ ィ;獣）ｌ囎普
？
●
ｕｌｓａｎ ｕＸｓｕｎ
、
(ない）
ｎ ｎａＸｎ
）（ない）
にくい）（できる）
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しやる）
6atJibusansoZtan（書きたくしていらした）
hatJiguisansoZtan（書きにくくしていら
した）
６atJiguisatan（書きにくかった）
㈹動詞一ｓｕｎ（せる）－ｎｎｕｎ（れる）－
ｂｕｓａｎ
ｌｉａｋａｓａｎｎｉｂｕｓａｎ（書かされたい）
ｊｕｍａｓａｎｎｉｂｕｓａｎ（読まされたい）
②動詞一ｓｕｎ（せる）－ｎｎｕｎ（れる）－
busaｎ（たい）－nsoXjun
hakasannibusansoXn（書かされたくし
ていらっしゃる）△鯏類已鱗;）
nsoZjun？uwajunと能力のuXsunとは，ど
ちらが先に位置してもよい。
…日1iilw；
hatJinsoXjun（お書きになる）
hatJinsoXtJan（お書きになった）
６ａＵｉ？uwajun（お書きになる）
６aＵｉｕＸｓｕｎ（書くことができる）
hatJiuXsutan（書くことができた）
jumiuxsun（読むことができる）
㈹動詞□鯛(副ロ::二ｍ
hakajinsoXJun（書かせていらっしゃる）
hakaJinsoZblan（書かせなさった）
hakajiminsoxjun（書かせていらっしゃる）
HakaJiminsoXhJan（書かせなさった）
hakajiuZsun（書かすことができる）
⑰動詞日聯ョ…
６a則ｉｂｕｓａｎｓｏＺｎ（書きたくしていらっしゃ
る）
ｈａｕｉｊａｓｓａｎｓｏＺｎ（書きやすくしていらっ
しゃる）
hatliguisansozn（書きにくくしていらっ
(zDnsoxjunとuxsunはどちらが先になって
もよい）
nsoZjun-uXsunの例
hablinsoZiuxsun（お書きになることがで
きる）
habjinsoXiuZsutan（お書きになることが
できた）
６akaJinsoziuxsun（書かせなさることが
できる）
uxsun-nsoxjunの例
６abliuXjinsoZjun（お書きになれる）
jumiuxjinsozjun（お読みになれる）
5．第５類gisan（そうだ）
gisanは，第４類の後に位置する。
㈱動詞一gisan
MJigisan（書きそうだ）
６anligisatan（書きそうだった）
ｊｕｍｉｇｉｓａｎ（読みそうだ）
(の動詞一ｓｕｎ（せる）－ｎｎｕｎ（れる）－
９１ｓａｎ
hａｋａｓａｎｎｉｇｉｓａｎ（書かされそうだ）
⑰動詞一ｓｕｎ（せる）－ｎｎｕｎ（れる）－
busaｎ（たい）－gisan
liakasannibusaigisan（書かされたそう
－７９－
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hatJijaJikunazn（書きやすくない）
６atJijaJikunaXntan（書きやすくなかった）
fiatJiguikunaZn（書きにくくない）
６atJiguikunaXntan（書きにくくなかった）
㈱動詞[:::;雌:↑)．､
ｈａｔＪｉｎｓｏＸｗａｎ（お書きにならない）
habjinsoZwantan（お書きにならなかった）
６atJiuZsan（書くことができない）
habjiuXsantan（書くことができなかった）
⑰動詞一gisan（そうだ）－ｎ
ＭＪｉｇｉｋｕｎａｘｎ（書きそうでない）
haPligikunaxntan（書きそうでなかった）
である）
Hakasannijassaigisan（書かされやす
そうである）
②動詞口i:;lYm鰯□,Ｍ
ｌｉａｂｌｉｎｓｏＺｉｇｉｓａｎ（お書きになりそうだ）
hatJinsoxigisatan（お書きになりそうだ
った）
juminsoZigisan（お読みになりそうだ）
jumiuXjigisan（読むことができそうだ）
６．第６類ｎ（ない）
ｎａｘｎ（ない）
ｎ，ｎａｚｎは第５類の後に位置する。
㈲動詞一、
hakan（書かない）
Ｈａｋａｎｔａｎ（書かなかった）
ｊｕｍａｎ（読まない）
のuｘｎ（来ない）
㈹動詞口悪il芸ｆｔｍ。
６aｋａｓａｎ（書かさない）
fiakasantan（書かさなかった）
ｊｕｍａｓａｎ（読まさない）
ｈａｋａＪｉｍｉｊａｎ（書かしめない）
Hakajimijantan（書かしめなかった）
⑰動詞一ｎｎｕｎ（れる）－，
６aｋａｎｎａｎ（書かれない）
hakannantan（書かれなかった）
ｊｕｍａｎｎａｎ（読まれない）
②動詞日撒,日…
６atJibukunaXn（書きたくない）
fiatlibukunaXntan（書きたくなかった）
㈱動詞[i患|細る丁.…誉る)-.
6aｋａＪｉｎｓｏＸｗａｎ（書かせていらっしゃらな
い）
６aｋａｊｉｎｓｏＸｗａｎｔａｎ（書かせていらっしゃ
らなかった）
HａｋａＪｉｍｉＺｎｓｏＺｗａｎ（書かせていらっしゃ
らない）
fiakajimiZnsoXwantan（書かせていらっ
しゃらなかった）
②鯛：擬,]…'な…
６atJibusansoZwan（書きたくしていらっ
しゃらない）
hatJibusansoXwantan（書きたくしてい
らっしゃらなかった）
６ablijassansoxwan（書きやすくしてい
らっしゃらない）
habIijassansoZwantan（書きやすくして
－８０－
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いらっしゃらなかった）
fiaUiguisansoXwan（書きにくくしてい
らっしゃらない）
hatJiguisansoXwantan（書きにくくして
いらっしゃらなかった）
㈹動詞一nsoxjun（なさる）－uzsun（で
きる）－n
fiab｢ｉｎｓｏＸｉｕＸｓａｎ（お書きになることがで
きない）
ｈａｔｌｉｎｓｏＸｉｕＺｓａｎｔａｎ（お書きになること
ができなかった）
②動詞一nsoXjun（なさる）－gisan（そ
うだ）－n
hablinsoXigikunaZn（お書きになりそう
でない）
hatJinsoXigikunaZntan（お書きになりそ
うでなかった）
代名詞れたい゜
鳥島方言の代名詞の体系を示すと，第５表の 複数形も示すと，次の通りである。
鵜↑:｡｢:二藷繍露二了:二塁＝発言者剛私たち）
第５表鳥島方言の代名詞
対
話
者
発
言
者
自
賛
自
１
）
：
１
１
針弘柳へ池Ⅲレーー
隙
－８１
関
係 状
態
方
向
場
所
事
物 人
話
材 人
対
話
者
ｕｎｕの
１⑩初１
?anu
(あの）
？ansui
l護）
●勺日十
Ｉ
刎
偉
一ｈ引引刈呵
、αこそあ
？ｎｌｌＩ－１ｌ
?､ⅡnaUkez
(菫二）
?amaDkeX
(あそこへ）
ａ伽
１一一辻１
?ａｍａ
(あそこ ）
郁
郁
、れのこ岬馴川
、
ノ
馴れ｝」
く
く
く
？ａｉ
(あれ）
のui(これそれ）
のuz(これ,それ）
のex(これ,それ）
のuｎｕ９ｉｔｓｕ
(二房灸）
?ai（あﾅL）
?a(あれ）
?anu9itsu
。
(あの人）
肋
系
。
ｏ
系
ａ
系
７ax（私）
?ａｎ (私）
?abu(私）
?uwax(君）
?wax(君）
?weZ(君）
naz(iiijmlと）
発
言
者
｜
聴
者
自
裁
亨
亀."
対
称
〆■、
HＰ
、.グ
近
称
（
自
２
）
遠
養
聾
亀一〆
定
称
（
自
３
）
ｍａＸｎｕ
(どり)）
UlaXsui
(ご(な）
blazJi
(どう）
mazUlqez
(どこへ）
ｍａｚ
(どこ）
ｄｚｕｉ
(どれ ）
tax（誰）
伽系 '■、 不他定
３称
笛－'
連
体
詞
副
詞
名
詞
品
詞
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waXsaX（私たち）
聴者７uZsaX（君たち，おまえたち）
nittax（あなたたち）
ｋｏ系．ｏ系
人のuttax（これたち，それたち）
のunuGibluntJaX（この人たち，その
◎
人たち）
場所？ｍｍａ９ｉｎｎａ（ここら，そこら）
ａ系
人？attax（あれたち）
？anu9itsunuax（あの人たち）
◎
場所？ama9innax（あそこら）
ｉdo系
人tattax（誰たち）
場所maznaz（どこら）
まず，自称と対称において，発言者と聴者の
区別ははっきりしているが，ｋｏ系とｏ系とは，
意味的な対立を示さない。ｋｏ系．ｏ系は共通
語の．系・ソ系に相当する。
発言者を表わす語としては，７ａＸ,？ａｎ，？abu
があらわれる。？aｘ，？ａｎは奈良朝日本語の
「あ」「あれ」に対応するが，７abuがなにに
対応するのか，今のところ明らかでない。発言
者を表わす複数形としては，ｗａｘ，waxsaxが
あらわれる。waxは奈良朝日本語の「わ」に
対応し，－saZは複数を表わす接尾辞である。
鳥島方言の特徴は，wazだけで凧たち」の意
を表わす点にある。沖繩本島北部にも発言者を
表わす語として？ａ，ｗａｘがあらわれるが，そ
こでは，烏島と全く逆になっている。たとえば，
本部町瀬底方言でも？ａ，ｗａｘの代名詞があら
われるが，瀬底では，？ａが「；ｉｉﾑたち」の意を
表わし，waxは凧」を表わしている。本部半
島方言ではほとんどがそうである。それが鳥島
では全く逆に，？ａが「私」，waxが凧たち」
を表わしている。資料整理の段階でそのことに
気付いて，もしや誤った記述をしたのではな
かろうかと思い，ただちに現地の国吉朝勝氏に
たしかめてみたが，資料は間違ってなかった。
これは鳥島方言の大きな特徴といえる。
用法では，本部半島の？ａが，？ａｇａｊａｚ
（私たちの家）？ａｇａｍｕｎ（私たちのもの）
などのように，格助詞のｇａ（が）を伴って，
主に体言修飾（連体格）に用いられているのに
対し，鳥島の？azは，体言修飾とともに，また
主格などにも用いられていて，その用法は広い。
？aｚｊａＸＤｋｅＸｋｅＸｊａ（私の家へ帰ろう）
？aｚｇａＪｉ（私のもの）
？aＸ？ittsun（私が行く）
？aＸｔｕｊｕｎｊｏＺ（私が取るよ）
？aX6attsunjoX（私が書くよ）
？abuは次のように用いられている。
？ａｂｕｎｉｎ７ｉｔＪｉｊｅｚ？ｗｅｘｎｉｎのuｉｂａ（私
も行くから，君も来い）
？abuninmad5uOkoX（私も一緒に食べよう）
ｗａｘ，wazsaxの用例は次の通り。
ｗａｘｊａｘＯｋｅｘｋｅｚｊａ（私たちの家に帰ろう）
ｗａＺｇａＪｉ（われわれのもの）
ｗａｘ？ittsun（私たちが行く）
ｗａｘｓａｘｇａｊａｘ（私たちの家）
聴者を表わす語形としては，？uwax，？waZ，
７ｗｅZがあらわれる。？uwaZ，？ｗａｘは沖永良
部和泊町国頭等にあらわれる？uraZから？uraX
→？ｕｗａＺ→？waxと成立したものであろう。
？ｗｅZは与論島麦屋等の？ureZから？ureX→
７weXと成立したものと考えられる。
？uｗａＸｈａｋｉｂａ（君書きなさい）
？ｗａｚｔｕｉｂｉｔＪｉｘｊｏｚ(･君が取るべきだ）
？ｗａＸｔｕｊｕｎｎａ（君が取るか）
？weZmaZOkeX？ittsun（君はどこへ行くのｶウ
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?a【？wajun（あなたがいらっしゃる）
?ｕｚｓａｘｊａｘ（おまえたちの家）
nittaxjaz（あなたたちの家）
次に，話材における用例を示すと，次の通
りである。
近称の用例
のｕｚｇａ？ittsun（これが行く）
ｂｕｉｎａ？aｉｎａｄｚｕｉｊａ（これかあれかどれ
か）
のeＺｎｕＺｇｅｊａ（これはなにかしら）
のｕｉ，のｅｘはｋｏｒｅ（これ）→のui→のｅＺ
と変化したものと解される。
?ｍｍａｎａｗｕｔｕｍｂａ（ここにいなさい）
？aｉｎのuinmuid5oxtuxsummun（あれ
もこれも皆よい）
？amaDkeX7ittJun（あそこへ行く）
７aｎｕｍｕｎ（あのもの）
「状態」を表わす語は，近称と遠称のはりあ
い関係を越えて用いられる。
？aｎＪｉｒｕｓｕｎｄｏＺａ（こうするのだよ）
？anJisuOganeJimba（あのようにしなさ
い）
？ａｎＪｉＪｉＺｎ？ａｎＪｉｓａｎｔｉ？ｗａＸｋａｔｔｉ
ｊｏＺ（そうしょうがしまいが君の勝手だ）
？ansuimun（こんなもの，あんなもの）
？ansuitJintJoznaxn（こんな着物しかない）
不定称の用例
のeｚｔａｘｇａＪｉｊａ（これは誰のものか）
ｔａｔｔａＺｇａ？ittsuOga（誰たちが行くか）
ｍａＸｎｕｍｕｎ（どのもの）
剛aXsuimun（どんなもの）
のuｎｕｍｕｎ（このもの，そのもの）
遠称の用例
?ａｇａ？ittsun（あれが行くよ）
?ａｉｊａのuｎｉｊｏ（あれは船よ）
?aｉｊａｊｉｍａｊｏ（あれは島よ）
親族名称・呼称・代名詞
1．親族名称とその総称
親族名称
のuZのud5eX（曾祖父）
鳥島方言における親族名称とその総称を示す
と，次のようになる。
総称
１
１
１
１
１
１
のｕＺのuｄ５ｅＸｔｕ のｕＸのｕｐｐａＺ
ｏ(曾祖母）のｕＺのｕｐｐａＺ
のud5eZ（祖父） のｕｄ５ｅＸｔｕのｕｐｐａＸ
ｏのuppaz（祖母）
o
Citplaz（父）
。 ＣｉｔｂｌａＺｔｕ？aｍｍａＸ
Ｏ?ammaz（母）
のuxwudzasax（伯 父） (おじたち）ｗｕｎＵＩｕＸｔａＺ(叔父） ｝ｗｕｘｄｚａｓａｘ ｗｕｄ５ａｓａｘｗｕｂａｍａｘ（おじおば）(伯母）のｕＸｗｕｂａｍａＺ wubamaXtaZ（おばたち）
ｗｕｂａｍａＸ （叔母）
Jixd5a（兄）
?aOgwaX（姉） Jid5aXnuwunaijikiX（兄姉）
8３
Hosei University Repository
鵜｜三川、…
鵜|鬘｜卜M川
miXldEwa（甥，姪）
blakuJi（長男）
(夫妻）
(弟妹）
d5inan （次男）
（三男）sannan
Jid5ajinaguDgwa（長女）
d5inanjinaguOgwa（次女）
sannanjinaguOgwa（三女）
？i功iban7uttu（末っ子）
７ｍｍａｇａ（孫）
?mmaganukkwa（曾孫）
7mmaganukkwanuldEwa（玄
kkwa（子）
孫）
こへいらっしゃい）
baXbjiXのｕｍａＯｋｉ？ｗａｍｂａ（おばさん，こ
こへいらっしゃい）
ｊａｔＵｎｘｈａｍｍｅｘｄｏｘ（お兄さん，ごはんで
すよ）
〔目下〕名前を呼ぶ。tud5i（妻）以下がそ
の扱いを受ける。
Ａ代名詞
聴者
〔目上〕ｎａＺ（あなた）を用いる。皿Xのud5eZ
（曾祖父）やCituax（父）等に対し
◎
てもｎａｘｒｕＪｉｎｓｏｘｂｌａｉｓａｉｍｕＩｎ
ｎａ（あなたがやったんでしょう）と
いうことができる。
〔目下〕？ｗｅＺ（君，おまえ）を用いる。
話材（人）
〔目上〕親族名称を用いるが,｢伯父，叔父」
「伯母，叔母」「兄」肺」の場合は，
呼称で示した語形を用いる。
２目上・目下意識と呼称および代名詞
上に示した親族名称の中で，ｗｕｔｕ（夫）を
中心にして，その立場からの目上・目下意識に
よって呼称はどうなるのか，また代名詞の用い
方はどうなっているのかなどについて述べる。
▲呼称
〔目上〕親族名称を用いるが，「伯父，叔父］
「伯母，叔母」「兄」肺」の場合は
次の語形を用いる。
wunbluK（伯父，叔父）
baxblix（伯母，叔母）
jatblix（兄）
ｍｍｉｘ（姉）
「長姉」を特に①ｕＸｍｍｉと呼ぶ場合もある。
のuXのud5eXhammeXdoX（おじいさん，ごは
んですよ）
Ｃｉｔｂｌａｘｈａｍｍｅｘｄｏｘ（お父さん，ごはんで
すよ）
wunbluxのｕｍａＵｋｉ？ｗａｍｂａ（おじさん，こ
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のuXのud5eXga？ｗａｊｕｎｊｏ（おじいさんが行
かれるよ）
ｗｕｎｂｊｕＺｇａ？ｗａｊｕｎｊｏ（おじさんが行かれ
るよ）
家族内での目上の人に①unuC9tsu（この人，
このかた）？anu9itsu（あの人，あのかた）◎
を用いることができなし､。
〔目下〕名前を用いるが，またのui（これ，
それ）？aｉ（あれ）も用いることがで
きる。
A「はい」の返事
呼ばれた時
ｗｏＸ
Ｔ『ｂＸｉ
承諾の時
ＯZ
？ｎⅡ
〔目上〕
〔目下〕
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